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研究
概要
血管をはじめとする生体組織のモデルを作り、薬剤の性能評価に応用する
研究シーズの内容
ナノサイズの粒子に薬物を担持した「ナノ薬剤」を生体に投与すると、目的部位に選択的に送り届けら
れ、効果的な治療が可能です。しかし、従来の培養細胞を用いる評価系は生体に比べてサイズや環境
が大きく異なり、実験動物はコストが高く倫理面の問題もあります。そこで本研究室では、マイクロ流体デ
バイスを利用した新たな生体モデルの開発に取り組んでいます。血管と同程度のサイズのマイクロ流路
を擬似血管とみなして用いることで、血管からナノ薬剤が漏れ出て腫瘍へと到達する過程を模擬できま
す。生体内に近い状態でナノ薬剤の性能を精密に評価し、新規ナノ薬剤開発へとつなげられる実験モ
デルを目指して研究を進めています。
研究シーズの応用例・産業界へのアピールポイント
実験動物の代替法としての利用、ドラッグスクリーニングへの応用
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